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吸込槽設置に関する留意事項 

〔前提条件など〕 吸込槽は、浸透貯留施設と違い旧八日市市の土質条件等による独自の排水施設

で、雨水排水を河川に放流せず地下に浸透させるものです。吸込槽は年間を通

して水が滞留することのない施設であり、調整池等、他の排水施設を設置する

必要がありません。しかし、条件が悪ければ 10 倍以上、100 倍以上の能力差

が生じることから注意が必要です。 

〔吸込可能地域〕 旧八日市市内の下記を除く場所 

丘陵・山裾・愛知川沿・各河川の直近 

〔地下水位〕 箕作山周辺など地下水位が高い所では吸込槽を設置しても吸込槽の効果が期

待できない場合が多い。 

〔地下水の保全〕 水質汚濁防止法等に定められている物質のほか、油等、地下水を汚染するよう

な排水を流してはならない。 

〔透水試験〕 原則として、吸込槽を設置する位置毎にその深さに応じた箇所の現地透水試験

によって得た透水能力に基づくものとする。 

〔設置場所〕 法面の安全性が損なわれるおそれがあるところを避け、敷地境界や構造物・建

築物から適切に離れた場所とし、維持管理しやすい場所を選定する。 

〔複数設置の時〕 複数設置をする場合には、敷地内の排水処理区分に十分注意し計画された吸込

槽へ排水を放流しなければならない。吸込槽の数が適切であっても、計画され

た吸込槽へ放流しないと能力オーバーになるので注意する。 

〔土地の経歴〕 砂利採取跡地は、透水層がないため浸透能力が劣り設置が困難である。工場跡

地等の場合は、土壌が汚染されている場合があり、地下水への影響が予想され

る場合は吸込槽の設置を避けなければならない。 

〔能力の低下〕 吸込槽は目詰まりにより徐々に浸透能力が劣ってくるため、耐用年数を考慮し

余裕を持って計画する。 

〔吸込槽の深さ〕 地表近くの不透水層に浸透させず、透水層になった所から浸透させる構造とす

る。透水層が２ｍ以上の深さの場合があるので注意する。また、盛土がある場

合は、計画造成計画高がＧＬとなるので注意すること。 

〔地盤陥没の防止〕 流入管取付部分から吸込槽内に土砂が流入し、その影響により周辺の地盤が陥

没することがないよう、適切に管口止水を施工すること。 

〔沈泥槽等〕 目詰まりの原因となる物を吸込槽に流入させないために、泥溜を何箇所か設

け、粗目のスクリーン、油水分離槽を設ける等の工夫をし、浸透能力の低下を

防止する。 

〔雑排水の処理〕 雑排水を吸込槽に放流する場合には、雑排水の計画流出量を加算して吸込槽の

能力を検討しなければならない。 

〔工 事 中〕 予定の深さに掘削しても砂利層が出ない場合には、深さや位置を再検討する。

また、工事中に土砂等が流入しないよう注意する。 

〔工事完了後〕 工事完了後は、吸込槽の中や排水管等の清掃を行う。 

〔維持管理〕 目詰まりをできるだけ防止するために適切な維持管理に努める。 

〔事故の予防〕 吸込槽の蓋は、子どもが誤って転落したりすることのないよう丈夫で重いもの

にする。維持管理のために吸込槽の中に入るときは、メタンガス等が発生して

いる場合があり酸欠事故の防止に注意する。 

〔トラブル防止〕 自己用開発における吸込槽の構造や能力は、施工者と設計者が協議して責任を

持つものであるが、分譲宅地は、土地を購入した者が吸込槽を引き継ぐため、

将来のトラブル防止に努めなければならない。 



 - 3 - 

 

 



 - 4 - 

 



 - 5 - 



 - 6 - 

 

〔透水層の深さ  ＝  １．６ｍ  ＝  旧八日市市の浸透可能区域の一般的な深さ〕  

1.6 

 

 

〔地下水位の深さ  ＝  ７ｍ  ＝  季節変動調整した旧八日市市の平均的な地下水位〕  

〔旧八日市市の透水層の土質の透水試験結果による〕  
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